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市民の切実な陳情ことごとく否決！

藤
沢
市
議
会
で
は
、
副
国
司
１
１
渭
劃
雪
謁
ｕ
穏
極
的
個
意
見
雪

の
意
見
書
の
提
出
を
求
め
た
陳
を
提
出
す
べ
き
で
す
。

》
証
》
畔
壺
《
畦
》
一
一
一
》
》
》
》
》
》
一
一

る
陳
情
」
「
介
一
蓑
保
険
制
度
の
案
に
は
賛
成
と
は

改
善
を
求
め
た
陳
情
と
医
療
・

介
護
・
福
現
場
で
働
く
労
働
者
一
方
、
「
小
学
校
給
食
の
無

の
処
遇
改
善
を
求
め
る
陳
情
」
償
化
を
求
め
る
陳
情
」
に
は

「
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
全
反
対
し
、
「
下
水
道
使
用
料
の

面
的
解
決
を
求
め
る
陳
情
」
は
値
上
げ
の
条
例
改
正
」
や
国

全

て

趣

旨

不

了

承

。

の

法

律

に

従

い

市

民

の

個

人

唯
一
、
私
学
助
成
の
拡
充
の
意
情
報
を
匿
名
で
公
開
す
る
「
個

見書を県と国に求める陳情人情報保護法施行条例」は趣旨了承になり、本会議でには賛成の立

意
見
書
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
場
を
取
る
議
会

市
議
会
は
国
へ
の
意
見
書
を
で
は
市
民
の
薑

提
出
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
ら
し
と
権
利
は

議
三
ほ
市
民
の
立
場
に
立
ち
陳
守
れ
ま
せ
ん
。

旧
月
議
会
に
は
、
個
件
の
陳
情
が
市
民
や
団
体
か
ら
提

出
さ
れ
ま
し
た
趣
旨
了
承
に
な
っ
た
の
は
、
３
件
だ
け
で

し
た
。
日
本
共
産
党
議
員
団
は
４
件
を
除
い
て
㈹
の
陳
情

に
薑
成
し
ま
し
た
。
議
案
の
一
部
を
含
め
て
陳
情
の
審
議

結
果
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

一帯御
写真左からみむら耕太郎市会議員､士屋としのり市会蓋員、加藤なを子前県議会議員
柳沢じゅんじ市会議員かとうあやの市会予定候補､山内みきお市会議員 麓~~ ~~ ~

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
４
月
に
統
一
地
方
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
県
議
会
議

員
選
挙
で
は
日
本
共
産
党
の
加
藤
な
を
子
さ
ん
が
議
席
奪
還
の

た
め
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
藤
沢
市
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
。
柳

沢
じ
ゅ
ん
じ
議
員
、
土
屋
と
し
の
り
議
員
、
み
む
ら
耕
太
郎
議

員
の
現
職
に
加
え
て
、
新
人
の
か
と
う
あ
や
の
予
定
候
補
の
４

人
で
選
挙
戦
を
た
た
か
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
藤
沢
市
が
平
和
で
言
ら
し
や
す
い
街
に

な
る
よ
う
に
、
今
年
も
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

日

本

共

産

党

藤

沢

市

議

会

議

員

団

あけまして

おめでせとう

ご．ざいます。

決戦の年です。市民の福祉、

くらしが優先になる神奈川県

政をつくるためにがんばります。

私は､市民の皆さんと一緒に高齢者移動支援(無

料パス）やみんなで一緒に食べる全員制の中学

校給食の実現子どもの医療費無料化を18歳

まで引き上げることなどに取り組んできまし

た。 藤沢市で住民の願いを

I腿葛霞議麺雪霊讓欄議論読藷農憲蕊謹|’
Ⅵ

×

○

×

×

一

○

○

｜

”

×

×

一

一

○

○

○

一

公

○

○

×

×

×

○

○

×

湘

○

○

×

×

×

○

○

×

市

○

○

×

×

×

○

○

×

民

○

○

○

○

×

○

○

×

共

×

×

○

○

○

○

○

○

篝儒
委員

本会

本会議|可決
瀞纈常展屏預

議案.請願，陳情｡意見書の要旨

~藤沢市下水道条例の一部改正(値上げ)議案
毒実現するためには、県が果た

している役割は大考なものが

あります。県政をチェックし、

変えるために力を尽くします。

今年もよろしくお願いします~。

獄市個人情報の艤に師る瀧のi陥等に関する瓢の澁議

最低昌金の改善と中小企業支攪の充実を国に求める陳情嗅労離合総籠）一

一

陰設綴舗任妻｜不了承灘ｱｽﾍｽﾄ裾の全面聯へ法徹正を国に求める隙情(土馴敲部他）

~介護保険制度の改善を求める陳情(県医療労餅胎連合会）

１
１

’
’ 羽奈川県に私学助成の拡充を求める意見書幅_|繧員会で熊情に耐

国に私学助成の拡充を求める意見書(~民|握冒会で|獺情に耐
小報給食の無償化を市に働きかけることを求めるI謂新日輔ﾉ、の舗厳訓

’ （日本共産党議員団控室にて）
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村
岡
新
駅
設
置
事
業
費
で
は
、
新
駅
に
４
１
．
用
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
南
口
通
り
線
の
用
地
買
収

３
億
、
自
由
通
路
で
伯
信
の
市
費
負
担
が
あ
り
ま
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
駅
舎
建
設
と
周

す
が
、
今
後
の
街
づ
く
Ｄ
で
あ
る
土
地
区
画
整
理
辺
の
開
発
で
最
大
４
０
０
億
円

騨

事
業
で
は
、
５
年
前
は
６
８
．
１
億
と
さ
れ
て
と
言
っ
て
き
た
事
業
費
は
大
き

い
た
も
の
が
、
資
材
高
騰
等
で
工
事
費
が
８
１
．
く
膨
れ
上
が
る
こ
と
は
必
至
で

８
億
に
な
る
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
浸
す
。
今
の
う
ち
に
計
画
は
中
止

水
洪
水
対
策
、
研
究
開
発
拠
点
と
し
て
の
土
地
利
す
べ
き
で
す
。

嶢

一

一

軒

淵

吐

を

△

今
ま
で
一
定
の
陣
が
い
が
あ
る
、
市
内
の
釦
歳
末
病

人
、
ま
た
は
住
民
税
非
課
税
の
釦
歳
以
上
の
人
に
封
し

毎
月
４
○
○
○
円
の
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
条
例
改
正
は
髄
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
廃
止
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。
行
財
政
改
革
の
見
直
し
の
対
象
事

業
に
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
そ
も
そ
も
問
題
で
す
。
し
か

米
海
軍
厚
木
基
地
か
ら
流
出
し
た
人
体
に
有
害
も
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
土
壌
や
農
産
物
・
魚

な
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
が
引
地
川
で
検
出
さ
れ
て
お
よ
び
人
の
血
液
濃
度
の
国
の
判
断
基
準
は
未
だ

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
。
農
業
用
水
と
し
て
５
つ
に
あ
り
ま
せ
ん
。
本
市
に
お
い
て
も
、
飲
用
実
態

の
水
利
組
合
・
３
６
４
戸
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
の
あ
る
井
戸
水
調
査
及
び
晨
産
物
を
利
用
し
て
い

引
地
川
の
２
０
０
７
年
の
Ｐ
Ｆ
ｏ
Ｓ
濃
度
卸
剛
る
住
民
空
毒
・
晨
産
物

は
河
川
と
し
て
日
杢
の
汚
染
で
あ
り
、
即
Ｍ
血
液
な
ど
の
疫
学
調
査
を
す

の
指
針
値
を
超
え
る
卸
Ｍ
前
後
の
値
が
帽
年
間
竺
二
で
す

一

障
が
い
者
福
祉
手
当
鯛
歳
以
上
は
廃
止

藤
沢
独
自
の
福
祉
を
ま
た
削
減
！

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰
の
中
で
、
村

岡
新
駅
や
藤
沢
駅
・
市
民
会
館
複
合
化
・
西

北
部
開
発
な
が
優
先
の
予
算
の
枠
組
み
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
批
判
。
市
民
の
く
ら
し

と
健
康
に
直
結
す
る
下
水
道
使
用
料
の
値
上

げ
は
や
め
る
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

汚
水
部
分
の
経
費
の
う
ち
元
利
償
還
金
な

ど
の
壹
本
薑
は
か
つ
て
は
利
用
者
負
担
に
は

｢
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阻

月

定

例

壷

議

会

が

阻

月

四

日

に

終

わ

り

ま

し

た

。

条

例

改

正

案

や

補

正

予

算

案

な

ど

の

議

案

の

ほ

か

、

市

民

ゞ

団

体

か

ら
の
陳
情
、
市
政
の
取
組
状
況
を
議
会
に
報
告
す
る
報
告
案
件
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
王
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
各
会
派
篁
善
三
が
議
案
や
陳
情
な
ど
に
ど
の
よ
う
な
態
度
を
取
っ
た
か
に

つ
い
て
は
、
襄
面
に
星
取
り
表
で
掲
載
し
ま
し
た
。
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

’

’
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ｉ
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1

1

も
、
国
の
方
針
で
陣
が
い
者
が
鎚
歳
に
な
る
と
障
が
い

害
福
祉
サ
ー
ビ
冬
乏
受
け
て
い
た
場
合
、
介
謹
保
険
に

移
動
し
、
無
料
だ
っ
た
も
の
が
上
限
１
万
５
千
円
の
範

囲
で
サ
ー
ビ
ス
が
有
料
に
な
る
こ

蕊

と
も
指
摘
し
、
福
祉
削
減
に
反

対
し
ま
し
た
。

三
入
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
近
で
は

１
０
０
％
を
超
え
て
算
入
さ
れ
て
お
り
、
菅

き
よ
の
老
朽
化
が
進
み
補
修
言
な
ど
が
増
え

れ
ば
下
水
道
使
用
料
の
値
上
げ
に
直
結
す
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
減
り
続
け
て
い

る
国
の
補
助
金
の
復
活
を
求
め
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
も
含
め
て
、
市
民
へ
の
負

担
増
は
や
め
る
べ
き
で
す
。I
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生活保謹基準引毒下げ違憲
判決に対し控訴とは

巍蕊署前の樹木を伐採
歩道拡幅後|錐栽を約束

少年の森の再整備
民間委託で整備九投げか

長久保公園など民間への指
定管理!念止鋤るべ参

’本訴訟は、神奈川県内の生活保護利用者
48名（提訴時）が、国自治体を被告と
して、2013年8月に行われた生活保護基準
の引下げの取消しを求めた裁判で横浜地裁
は10月19日に国の違法性を認め、原告勝
訴判決を下しました。藤沢市はそれを不服
として国と歩調を合わせ控訴を行うとして
います。反対討論では被告自治体として生
活保護利用者の立場に
立ち

税務署前の道路沿いに樹木が植えら

れてた、銀杏や桜の大木が、歩道拡幅

工事の関連で伐採されてしまいました。

市民からは切らないでほしいとの意

見も出されていた中で､党議員団は令

和5年度予定の道路工事に合わせて樹

木を植えることを求めました。

市は「できる限

藤沢市少年の森は1980年に開設した青少年野ﾀﾄ活
動施設で開設後から42年力鴨過し､維持管理経費が
増加傾向にあるため､少年の森が北部地域の活性化に
資する施設となるよう再謹備に関する横討が行われて
きました｡藤沢市は民間企業から｢成人を含めた一
般の人を対象とした施設｣｢アウトドア系のレジャー
が楽しめる事業を実施したい」などと意見を募り、
民間企業の儲坤拉の再灌備を進めようとしています。
民間活力の活用ありきではなく、青少年の健全育成と

長久保公園及び遠藤笹窪谷公園の指定管理
者は現在市の公益法人まちづくり協会が担っ
ていますが、これを横浜市の株式会社に選定
替えする議案が採択されました｡質疑ではわ
が会派を含め地域経済循環の観点から新会社
が市外法人であり地域からの市内所得の流失
という課題を指摘した|まか、これまでにない

I)植樹」をして

いきたいと答弁

しました。

商業的サービスの拡大
が公園開園の目的にそ

ぐわないことを指摘し

反対しました。

、横浜地裁判決を
真掌に受け止め、控訴
の断念を強く求めまし
た。

少年‘薦の公共性､公益

性を中心に据えた蟄庸を

進めるべきです。 ~

一一一~ －－－－‐ ‐
一一一 一

ー 一 F戸アーL

し ■

一

~r一‐ﾏI ､一言雨F～テ手ア
~~~~~~ ~

~~~ーー.一ー~ー'ー一一＝－
一声＝‐一 一ーぺ-

1 .
0


